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ＭＤＢの操作：（外部ファイル名の指定）

・対象とするAccessのMDBファイル名を指定してください。

・指定したファイル名は記憶しています。
履歴一覧部分をクリックして指定することもできます。
この履歴を消去は、「履歴の削除」で行えます。

・パスワードのかかったファイルの場合は、データパスワード有りにチェックを入れて
パスワードを入力してください。

・「Ｆ９：参照」で一覧から選択することができます。
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ＭＤＢの操作：（テーブル一覧）

・「定義を外部へ取出」で、各値をテキストファイル、ＣＳＶ形式ファイルとして
取り出すことができます。

・各部

テーブル一覧
フォーカスのあたっているテーブルの緒言が
画面に表示されます。
「データ表示」をクリックすると
テーブル内容を照会することができます。

テーブルデータ数および
主キー、INDEXが表示されます。

フィールド名、サイズ、型が表示されます。
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ラジオボタンで指定した内容が表示されます。
クエリの場合はその内容が表示されます。
クエリで「拡大」をクリックするとより大きな
画面で見ることができます。
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ＭＤＢの操作：（データ内容）

・テーブル一覧で指定したデーブル内容が表示されます。

・「外部へ取出」で、データ内容をテキストファイル、ＣＳＶ形式ファイルとして
取り出すことができます。

・「絞込」クリックで指定条件のデータのみを表示します。
絞込を解除するには「全て表示」をクリックしてください。

・表示フィールドで指定した型のフィールドのみを表示できます。

・「統計値表示」クリックで数値型フィールドに対して、統計値を表示します。

・列部分をクリックすると、オプションにより
絞り込みのフィールド名にセットする
昇順でsortする
降順でsortする

のいずれかの処理を行う事ができます。
注意：浮動小数点型/通貨型のフィールドは、文字としてSORTされます。

・フォントで、フォントのサイズを変更できます。
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ＭＤＢの最適化

・対象とするAccessのMDBファイル名を指定してください。

・指定したファイル名は記憶しています。
履歴一覧部分をクリックして指定することもできます。
この履歴を消去は、「履歴の削除」で行えます。

・パスワードのかかったファイルの場合は、データパスワード有りにチェックを入れて
パスワードを入力してください。

・「Ｆ９：参照」で一覧から選択することができます。

・バックアップをとることをおすすめします。
バックアップをとるにチェックをいれて、バックアップファイルのフォルダ/ファイル
名を指定してください。


